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Abstract
According to the data of the Japan Tourism Agency, the number of foreign tourists visiting 

Japan was ３.２４ million a year in １９９０, reaching ３１.１９ million in ２０１８, and a higher volume target 
is set in the future.

Currently, the Japanese government aims to achieve the goals in its“Tourism nation”public 
policy vision, through the development of Integrated Resorts（IR）, including casinos.　Major cities 
in Japan such as Osaka and Yokohama have announced their candidacy for the purpose of zoning 
by the government.

On the other hand, local cities such as Nagasaki and Wakayama, have put themselves in the 
accreditation race, and they expect great impact on the local economy and regional tourism.

Discussions about IR development tend to focus on debates comparing to profit and loss between 
the necessity of casinos and economic effects.　However, considering the persistence of the developed 
IR, it is necessary to pay attention to business tourism by MICE１）, a core facility outside the casino.

Visitors with MICE tend to stay longer, which results in higher tourism spending.　In terms 
of sustainable tourism development, those initiatives to increase consumption are very important 
means of shifting from an index of tourist volume mainly in large cities to a quality of high value-
added tourist destinations in the region.

In this study, through the ideal way to managing European tourist resorts that capture the 
demand of MICE as a stay-type tourist destination, the authors consider the current situation and 
future potential of the local tourist region, Nagasaki Prefecture.

Key words
Integrated Resort, MICE, Staying Tour, DMO

要　旨
観光庁の資料によれば、１９９０年に年間３２４万人だった訪日外国人旅行者数は、２０１８年に３,１１９万人とな

り、今後さらに高い数量目標が掲げられている。

政府が掲げる「観光立国」ビジョンの切り札として、現在国による準備が進められているのが統合型

リゾート（IR）計画である。大阪、横浜などの大都市が区域認定を目指して立候補を表明する中で、長

崎、和歌山などの地方都市が認定レースに名乗りを挙げ、IR が地域にもたらす巨大な経済効果に期待が

集まっている。

IR の開発については、カジノの是非と経済効果を天秤にかけるような議論に話題が集中しがちであ

る。しかしながら、開発した IR の永続性を考えるとカジノ外の中核施設である MICE１）によるビジネ
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は じ め に

２０１８年の政府統計によると訪日外国人旅行者

数が３,０００万人を超える中、アジアからの観光客

数が８３.６％までシェアを拡大した。リピーター

の拡大と地方空港の国際線化が進み、一時期の

東京・富士山・京都という短期周遊型ゴールデ

ンルートから、地方での体験型滞在にシフトす

る傾向にある。

また欧米豪からの外国人観光客は、決められ

たスケジュールではなく、滞在地を拠点とした

１～２週間程度の滞在を楽しむ傾向が強く、一

人当たりの支出額も高い。このことから、アジ

アからの観光客も欧米豪に見られる滞在型観光

に変化していくことが期待される。特に観光公

害と呼ばれる観光客の急増による地域住民生活

への悪影響が注目される中においては、持続可

能な観光地経営の観点から関連指標や KPI を改

めていく必要がある。

また個人観光客による経済効果への期待が大

きい一方、地方都市の観光戦略における大きな

チャンスと可能性をもたらす MICE やビジネス

ツーリズムにも注目すべきである。観光による

直接的な経済効果以外にも広い範囲の経済活動

に効果もたらす MICE は、長期の滞在による消

費単価の高さに加え、歴史や文化、体験活動に

関心が高く、比較的高所得で知的な参加者特性、

大都市にはない自然を背景にしたスケジュール

プランの提案が可能な点などから、日本の地域

観光の戦略において大きな可能性がある。

本稿は、ドイツ、スイスの成功事例から、高

い消費額とリピートを促す MICE のしくみを地

域観光に取り込むための戦略とその結果につい

て考察し、今後の長崎県における地域観光の在

り方と課題の抽出を試みたものである。

第１章 MICE の経済効果と地方都市における

メリット

１．MICE の経済効果について

MICE はかつて一部の旅行・観光業界で使わ

れていた用語であったが、その経済効果が注目

されるようになってからは、さまざまな業界や

地域観光の活性化の手法として広く認知される

ようになってきた。その最も注目されるメリッ

トとしては、MICE は一般の観光ツアーに比べ、

その実施規模から開催地における幅広い業態へ

の多額の収入が見込まれることである。

　一般的に MICE と呼ばれるものは、実施内容

により数日から１週間の開催期間となり、スポー

ツイベントなどは１か月半近くの開催期間とな

るものが多い。期間中は参加者だけでなく、そ

の準備から撤収まで滞在する主催者および関係

者の宿泊期間が長期にわたり、会場費用、設営

作業及び機材調達、通訳システム及び通訳業務、

記念品の制作、会場内レセプション運営、参加

者個人の飲食費用など個人旅行では計上されな

いような大きな消費が見込める。さらに開催地

への直接的な経済効果のみならず、会期中の郊

外での分科会、視察や小旅行、会期前後の個人

的な旅行など周辺地域にも経済的に大きな影響
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スツーリズムについても注視すべきである。

MICE がもたらす訪問者の滞在日数は長期化する傾向にあり、その結果観光消費額の向上につながる。

この消費額拡大への取り組みは、大都市中心の観光客数量という指標から、地域における付加価値の高

い観光地化という質へのシフトという極めて重要な意味を持つ。

本研究は、持続可能な観光の先進地であり、MICE 需要を取り込む欧州型リゾートの滞在型観光地経

営の在り方を通して、地方都市である長崎県における現状と今後の可能性をとりあげ、地域ならではの

持続可能な観光地経営についての考察と今後研究すべき課題について示したものである。

キーワード
IR、MICE、滞在型観光、DMO



を及ぼす。

　しかし一言で MICE といっても、各構成要素

における目的や実施規模、参加者特性がまちま

ちであり、主催者は施設の規模や立地条件、開

催地の都市機能などに合わせた比較検討がなさ

れる。したがって MICE 誘致においては、その

地域や都市により対象となるセグメントやター

ゲットと同時に地域におけるブランディングや

差別化が必要となる。

筆者は MICE における Meeting（企業会議＝

Ｍ）および Incentive（報奨・研修旅行＝Ｉ） 

をほかの２つ（国際会議＝ Convention（Ｃ）、

展示会・見本市＝Exhibition（Ｅ））と切り分け

て考え、地方都市にふさわしい形態と、それを

踏まえた施設整備の方針や観光地デザインにつ

いて考える。

２．企業会議および報奨・研修旅行（Ｍ/Ｉ）

の消費の特徴

�　ＭおよびＩの消費額と経済効果

まずはＭおよびＩ（以降Ｍ/Ｉと表記する）

の一人当たりの消費額と経済波及効果について

も見ておきたい。

表１には日本で実施された国際 MICE の４要

素における総消費額が示されている。Ｍ/Ｉに

ついては外国人参加者が多くを占めるため一人

当たりの単価が高く、１
　

 人当たり消費額の低い

日本人参加者を多く含むＣおよびＥ（以降Ｃ/

Ｅと表記する）は１人当たり消費額が小さくなっ

ている。

また、経済波及効果については、表２におい

ては MICE の４要素の直接効果および間接効果

としての総消費額と推計参加者数が示されてい

るが、ＭとＣの経済波及効果額を単純に参加者

数で割り込むと、Ｍは５６９,２０４円、Ｃは３６４,４９８

円となり、この点においてもＭの単価額が大き

いということがわかる。

�　Ｍ/Ｉの事業特性と参加者の費用負担

Ｍ/Ｉはその性格上ほとんどが主催者である

企業が主体的に行う。主なＭの例としては国際

的にビジネスを展開している企業の年次総会や

経営職や管理職の研修・セミナー、各国の責任

者が参加するグローバルミーティング、Ｉの例

としては企業の記念式典や表彰式と組みあわせ

ておこなう社員の報奨旅行や法人ユーザー向け

の招待旅行などが挙げられる。
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出所：観光庁　平成２９年度 MICE の経済波及効果算出等事業報告書より筆者作成
※Ｍは日本人参加者の消費額を捕捉していないため、日本人参加者消費額は０円として試算
※Ｉはすべて外国人参加者

表１　国際 MICE の一人当たり総消費額の比較



したがって実施地の選定やすべての費用の負

担が主催者によるものであり、企業としては関

係者への成果の還元であると同時に、次のター

ムに向けた投資という目的が重要であり、実施

効果を最大化することが最大の目的である。

前述の表１には MICE４要素の消費額の内訳

として、参加者および主催者（Ｃ/Ｅの場合は

出展者も）の負担割合が示されている。負担の

割合はＭ/Ｉにおける主催者の負担割合が非常

に大きく、参加者負担の割合が非常に低いこと

がわかる。

Ｍ/Ｉにおいては会議などでの核となる部分

の費用は主催者が支払うことが多い。したがっ

て個人の負担がない分、個人負担で滞在延長す

ることは、海外では珍しくなく、家族を帯同す

る出張、会議などのスケジュールが終了するタ

イミングで家族が合流してプライベート旅行に

行くことが多い。

表３および表４は参加者の多くが、会議など

の後にこのような休暇を取っていることが示さ

れている（PV 泊＝プライベート泊）。さらに表

４では企業会議は PV 泊が長くなっていること

がわかり、同報告書では企業会議の参加者の多

くが企業のマネジメント層や経営層であること

から、社会的ステータスが高く比較的裕福な層

が多く、飲食費や買い物などの消費額が高くな

ると推測する。

３．地方都市におけるＭ/Ｉの誘致のメリット

以上を踏まえて考えると、地方都市における

Ｍ/Ｉの誘致のメリットとして、下記の２つの

点において有効であるといえよう。
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表２　国際 MICE による経済波及効果（単位：億円）と参加者推計（単位：人）

総額・数量
展示会・見本市

（Ｅ）
国際会議
（Ｃ）

報奨・研修旅行
（Ｉ）

企業会議
（Ｍ）

項　目

５,３８４.２８１６.２３,４４５.３３４７.８７７４.９総消費額

４,８６５.２７４３.９３,１１７.９２６１,５７４１.９１．直接効果

５,７２４.１８７４.１３,６７０.８３０７.４８７１.９２．間接効果

１０,５８９.３１,６１８.０６,７８８.８５６８.９１,６１３.７
経済波及効果
（「１.」＋「２.」）

１,２２２,８８２１,８６２,５０６１０８,７８８２８３,５０１参加者推計

１,１５９,２４３１,６４６,３８０※１０３,５５５日本人

６３,６３９２１６,１２６１０８,７８８１７９,９４６外国人

出所：観光庁　平成２９年度 MICE の経済波及効果算出等事業報告書より筆者作成　※Ｉはすべて外国人参加者

表３　企業会議における外国人参加者の高額消費者の例

消費額の内訳（単位：万円）
泊数

（　）は PV 泊
国籍

合計その他観光買い物
その他移動費

（電車バスなど）
航空券飲食宿泊

１１３０３０６１０１５９４３１２泊（６泊）豪州

１２００３０５０１０―５５８泊（３泊）豪州

１４２１２１５２１３３１１２３１３泊（５泊）中国

１４１１５１０１５５５１００９泊（４泊）香港

１０７０２０１５２２―２０３０１２泊（２泊）台湾

出所：観光庁　平成２９年度 MICE の経済波及効果算出等事業報告書より筆者作成



�　地方都市に有利な実施要件

MICE 施設については、主に大規模な案件を

取り扱う「都市型」とリゾート地での「リトリー

ト（隠れ家）型」に大別できる。リトリートと

は「隠居、隠居所、隠れ家。または避難、避難

所」２） という意味で、リゾート型 MICE ともい

われる実施形態である。有名な例としては、ス

イスアルプスのリゾート地ダボスで行われる

「ダボス会議」として有名な世界経済フォーラ

ム（World Economic Forum）や２０１６年に三重

県の伊勢志摩で行われた先進国首脳会議（Ｇ７）

などがあげられる。

　会議の開催地選定においては大規模で参加者

数の多い国際会議などは、実施コストや会場の

収容数やアクセス、宿泊などのインフラ規模に

左右されるところが大きい。一方Ｍ/Ｉの規模

は比較的中小規模であり、都市部に限らず、そ

の実施目的から「非日常的」な開催地が選ばれ

る場合が多い。

　Ｍ/Ｉをはじめとする企業主導型の会議運営

者の立場においては、このような地方都市での

非日常的な環境は、チームビルディングなど参

加者同士のコミュニケーションの向上、オープ

ンマインドな議論や多くの参加者との意見交換

を行う目的に適っているといえる。特に経営職

や管理職の企業内研修などは、普段の活動地域

から離れたリフレッシュできる環境のもと、革

新的なビジネスモデルやサービス・製品の構築

に向けた議論を行うなど、これまで以上の企業

活動に対するコミットメントを醸成することが

主催者の大きな目標となる。

　一方会議の誘致を行う地域にとっては、この

ような主催者の意向を踏まえた個性的な MICE 

運営においては、地域の特性を生かした体験メ

ニューやユニークベニュー３）と呼ばれる観光資

源や施設における特別なセットアップにより、

参加者の開放感や一体感を演出することで、参

加者満足向上による主催者満足の向上も図るこ

とで、MICE のブランディングとともに地域観

光のアップグレードにつながると考える。

�　新しいビジネストラベラーによる個人旅

行機会の拡大

上述の MICE 参加者の事後のプライベート泊

については、業務出張の前後に余暇旅行を組み

合わせる「ブリ―ジャー」という形態がビジネ

スツーリズムにおいて注目されている。「Busi- 

ness」と「Leisure」を組み合わせた造語である

が、オンライン旅行会社のエクスペディアが１９
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表４　企業会議及び報奨・研修旅行における外国人 PV 宿泊率

出所：観光庁　平成２９年度 MICE の経済波及効果算出等事業報告書より筆者作成



か国を対象にどの程度業務と休暇を組み合わせ

ているかを調査した結果、出張に有給休暇を付

けた経験がない割合が圧倒的に少ないのが日本

であり、アジアの多くの国が半数以下という結

果となっている。（表５）

したがってこのようなビジネスツーリズムの

潮流とはＭ/Ｉに限らず、MICE 全体の対象参

加者の動向であり、アフターコンベンションに

おける観光消費や提供可能な滞在メニューの魅

力によってはリピーターを生み出す源泉となる

可能性を秘めている。わかりやすい例で言えば、

「次はプライベートで家族と来たい」というリピー

トを引き出すためのニーズの把握と同時に観光

地の在り方を考えなければならない。

　同時にこのような参加者や実施地域の選定の

権限を持つ主催者ニーズにも注目する必要があ

る。とりわけＭ/Ｉにおいては、企業利益につ

ながる実施目的に合わせた詳細な要望をしっか

りとらえた上で、地域観光資源の磨き上げと 

MICE 誘致戦略に反映させる必要がある。

そこでビジネスツーリズムや現代の IR 整備

が語られる以前から、滞在価値の提供を重視し

た観光地経営を行っている欧州の例を取り上げ

てみたい。

第２章　MICE を軸とした欧州型観光地経営

１．欧州型リゾートの特徴

「欧州型」の滞在型リゾートは、風光明媚な

地域に訪問者が楽しめるコンテンツを増やして

いった結果として今で言う統合型リゾートとなっ

たものが多く見られる。砂漠や埋立地をゼロか

ら開発して巨大なエンターテイメント・リゾー

トとなったラスベガスやマカオや、観光振興の

ために、都市としての充分なインフラが整って

いる土壌の上に、巨大な仕掛けを開発したシン

ガポールとは異なる。欧州におけるリゾート開

発は、大人のサロン的な機能やウェルネスを目

的として発展したものであり、大規模に開発さ

れたものは少なく、世界のカジノ市場に占める

規模も大きくない。

　しかしながら欧州における MICE の実施状況

においては、参加者一人当たりの単価の高さは

注目に値する。表６によると、総消費額の世界

ランキング上位５０か国のうち、一人当たり参加
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表５　出張に有給休暇を付けたこと経験がない人の割合

出所：トラベルボイスより転載　https://www.travelvoice.jp/２０１９０８０３-１３２０３１
　　　（２０１９年９月２１日閲覧）



者の消費額で５００米ドルを超える２４か国（太字

で表記）のうち、欧州が１３か国入っている。参

加者数は多くないものの一人当たりの消費額単

価が高く、トップのアメリカに次いで、ノル

ウェーが２位（US$８９６）、スイスが３位（US 

$８７０）となっており、自然資源に恵まれた国々

が上位に入っている。

２．欧州の事例

�　バーデン�バーデン（ドイツ）

本項では、規模は小さいながら観光地として

世界的に知名度の高いドイツのバーデン―バーデ

ンに焦点を当てて、わが国の地方都市にあるべ

き滞在型リゾートについて考えてみたい。

①　概要

地理的には、ローマ帝国の時代から続く温泉

保養地である。また、NATO 首脳会議、ILO 

総会のような国際会議の開催地に選ばれる場所

でもある。そして、ドイツに約７０あるカジノの

中で最古のカジノ・バーデン�バーデンがある。

地理的には、ドイツの南西部バーデン・ヴェ

ルテンベルク州に属し、シェバルツヴァルト

（黒い森）の北辺に位置する。空路では４つの

国際空港（フランクフルト、シュトゥットガル

ト、バーゼル、ストラスブール）から鉄道で１００

分圏内にある。市全体の面積の６１％は広大な森

林に覆われ、自然環境、温暖な気候に恵まれて

いる。そして、人口は約５５,０００人である。さら
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表６　Direct impacts of top ５０ countries

一人当たり
消費額

総消費額
（百万ドル）

国名ランク
一人当たり

消費額
総消費額

（百万ドル）
国名ランク

$４８２$３.７デンマーク２６$１,２６７$３２５.０アメリカ１

$６５９$３.３UAE２７$６１９$１３２.４中国２

$７２１$３.３香港２８$８２６$１２３.７ドイツ３

$３２０$３.４ポーランド２９$７７０$９２.６英国４

$６５６$２.７ニュージーランド３０$６４０$６１.１日本５

$７３８$２.６オーストリア３１$６６８$３３.１カナダ６

$４６９$２.４ポルトガル３２$５７６$３２.５イタリア７

$６９１$２.４ベルギー３３$７２２$３０.１豪州８

$２８７$２.１フィリピン３４$６４２$２８.６フランス９

$４１１$１.８チリ３５$８１０$２５.４メキシコ１０

$３２４$１.８ペルー３６$７９８$１３.７スウェーデン１１

$２７３$１.８パキスタン３７$５４２$１２.０スペイン１２

$３２０$１.７コロンビア３８$３５５$１０.９ブラジル１３

$３６４$１.５ルーマニア３９$５５７$１０.１韓国１４

$７１４$１.４フィンランド４０$４０１$９.８アルゼンチン１５

$８９６$１.４ノルウェー４１$２７６$９.４インド１６

$４６２$１.３チェコ４２$２９６$６.３インドネシア１７

$６３８$１.３アイルランド４３$３６７$５.４ロシア１８

$２７７$１.２エジプト４４$３１９$５.４南アフリカ１９

$２９９$１.２アルジェリア４５$３６３$４.６トルコ２０

$８７０$１.２スイス４６$２７６$４.２ナイジェリア２１

$４４４$１.１ギリシャ４７$３２３$４.２タイ２２

$２７３$１.１ケニヤ４８$４６６$３.９サウジアラビア２３

$２８０$１.１ベトナム４９$７４３$３.８オランダ２４

$２７０$１.１ミャンマー５０$８３４$３.７シンガポール２５

出所：OXFORD ECONOMICS：Global Economic Significance of Business Events November ２０１８ より筆者作成
　　　https://insights.eventscouncil.org/（２０１９年９月２３日閲覧）



に地名のバーデン（入浴する）が示すように、

ストラスブールに駐屯する古代ローマ軍が発見

したとされる温泉がある。その源泉は、現在も

毎日８０万リットル（温度６８度）の湧出量がある。

バーデン�バーデンの歴史は、その温泉を核と

した保養地を充実させていくことにより築かれ、

１８世紀には“冬の都”パリに対し“夏の都”と

言われ、ヨーロッパの王侯・貴族、さらにはそ

の後の産業革命で生まれる資本家の社交の場と

なった。その後、富裕層が社交の場に求めるコ

ンテンツが加えられていき、現在では、温泉保

養地としては欠かせない健康や美容に関わる施

設に加え、芸術、美術、スポーツ、カジノなど

の豊富なコンテンツを持つ高級リゾートとなっ

ている。さらには、カジノからの財政的な支援

もあり国際会議場や展示場も整い、徒歩圏内に

全てのファンクションがコンパクトにまとめら

れた統合型のリゾートとなっている。

②　カジノの沿革と役割

バーデン�バーデンの市史に残されている最

初のカジノ免許は、１７４８年に付与されている。

その後、この地が社交の場として発展する契機

となったのは、１８３０年にフランスで発令された

カジノ禁止法である。その影響でフランスから

ドイツへのカジノ経営者の移動が起こるが、特

にバーデン�バーデンは、１８３７年にカジノ免許

を取得した仏人べナゼの広報戦略により広くヨー

ロッパ中に知られることとなる。そして「フラ

ンスの時代」と言われる繁栄期が１８７０年頃まで

続く。しかしながら、１８６８年に制定されたカジ

ノ法により１８７２年にカジノは閉鎖され、ヒトラー

政権下で一時復活した時期もあったが、本格的

に再開されたのは、第２次世界対戦後の１９５０年

である。カジノが閉鎖されていた期間は、市民

向けの健康、保養に目を向け、１８７７年には共同

浴場のフルードリッヒ浴場が完成し、保養地と

しての魅力を維持した。以後、戦後にカジノは

全盛時代を迎え、豊富なカジノ税を財源に文化

事業などに積極的な投資が行われた。そして現

在、時代の変化によりドイツのカジノ収入は大

幅に減っていると言われるが、州からのカジノ

税配布金は今でも文化事業の貴重な財源となっ

ている。また、カジノのあるクアハウスは、国

際会議、イベント会場など観光におけるランド

マークとしての役割を担っている。
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図１　バーデン―バーデンの位置図
　「How do you say networking in German ?」

　Baden-Baden Kur & Tourismus GmbHh 編 P３

写真１　周辺のランニングガイド
「Brenners Park-Hotel & SPA」のロビーに置かれて
いたシューズ型の看板（筆者撮影）



③　施設

バーデン�バーデンは、温泉保養地としての

長い歴史の中で IR を形成してきた。その IR を

構成するそれぞれのコンテンツは、多様な来訪

者の期待に応えるためにどのような施設構成に

なっているのだろうか。以下に検証を試みたい。

ａ．文化、芸術

文化、芸術の施設としてまず挙げられるのは、

バーデン―バーデンフェスティバルホールであ

る。このクラシックコンサートホールは１９９８年

にオープンし、２,５００名の収容人数はドイツで最

大、ヨーロッパでも２番目の規模となっている。

建築はネオルネッサンス様式で、装飾豊かな建

物の正面部分は１００年以上前に建設された駅舎

の一部として使われていたものである。

また、地域内には５つの美術館、博物館があ

る。その中の一つ、２００４年にオープンしたフリー

ダー・ブルダ美術館は、観光の新名所となって

いる。この私設の美術館は、近・現代の作品５５０

点を所蔵し、ピカソの晩年の作品を鑑賞できる

他、特に戦後ドイツで活躍したゲルハルト・リ

ヒター、ゲオルグ・バーゼリッツ、ジグマー・ポ

ルケなどの画家の作品が見られる。また、最近

では、バンクシーの「Love is in the Bin」を展

示したことでも有名になった。

ｂ．スポーツ

黒い森の自然を生かしたスポーツ環境の整備

が整っており、ウォーキング、ジョギングのコー

ス、３００km におよぶサイクリングのコースなど

がある。また、黒い森の山間にゴルフのチャン

ピオンコースが８つある。特に MICE 参加者は、

会議前後のリフレッシュ、あるいはスポーツを

通じた人的な交流を期待することも多く、それ

に適したスポーツ施設の構成となっている。

ｃ．カジノ

カジノは、バーデン�バーデンの中心拠点で

あるクアハウスの中にある。クアハウスは、１８２４

年に建造され、その当時のパリに倣った建築様

式である。建物内には、カジノとレストランの

他に１９世紀の建築を活かした個性豊かなファン

クションルームが８部屋あり、会議、展示、イ

ベントなどに対応できる。これは MICE を誘致

するために効果を発揮するいわゆるユニークベ

ニューとなっている。

カジノ バーデン�バーデンは、１８３８年に開業

されたドイツ最古のカジノである。内装やイン

テリアは、フランスの宮殿を模してデザインさ

れており、マレーネ・デートリッヒが「世界で

最も美しいカジノ」と語ったと言われている。

カジノは、テーマが異なる４つの部屋に分かれ

ており、その中にブラックジャック、ルーレッ

ト、ポーカーなどのテーブルとスロットマシン

などが余裕を持って配置されている。営業時間

は２４時間で入場には５ユーロの１日入場券が必

要となる。ラスベガスやマカオと異なり、男性

は、ジャケット、ネクタイ着用のドレスコード

があり、紳士淑女の社交場としての雰囲気を維

持している。
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写真２　カジノ施設のあるクアハウス外観
（筆者撮影）



ｄ．ヘルス＆ウェルネス

この領域は、世界的なメディカル・ツーリズ

ムの隆盛もあり、保養地として産まれたバーデ

ン�バーデンが強みを発揮するところである。

バーデン�バーデンには、パブリックの２つ

の温泉施設がある。フリードリッヒ浴場とカラ

カラ・テルメである。フリードリッヒ浴場は、

１８７７年に開業された。当時、カジノ法により１８７２

年に閉鎖されたカジノに代わる観光振興の必要

があったと言われている。施設のコンセプトは

“ローマン�アイリッシュ”とされ、ローマの入

浴文化とアイリッシュの暖気浴を体験できる１７

のステーションから構成されている。また、１９８５

年に開業されたカラカラ・テルメは、４,０００m２ 

の敷地面積に８つのプールを館内外に配置して

いる。この新旧の施設は、水着着用の有無など

入浴方法にも違いを設けており、来訪者の温泉

入浴の選択肢の幅を広げている。

クリニックの施設は７ヶ所ある。それぞれの

施設が短期から長期におよぶ療養のメニューを

設け、そのための最新の設備を整えているとさ

れる。メニューを大別すると、予防ケア、リハ

ビリテーション、セラピー（手術や投薬を伴わ

ない、心理・物理療法）である。

また、美容の領域では、高級ホテル内のエス

テティックサロンを中心に、多くの施術メニュー

が備えられている。

ｅ．会議・展示場

バーデン�バーデンは、MICE の誘致に向けて

“A city of short distance”をコンセプトに掲

げている。会議、展示施設、ホテル、ショッピ

ング、美術館、カジノや温泉などの施設が自然

環境豊かな公園の中に配置され、すべて徒歩か

自転車あるいは馬車で移動できる。そして、こ

のことを強みに一貫した広報戦略を実行し、MICE 

参加者が会議の合間に充分にこの土地を体感で

きることを印象づけている。

MICE の施設は、最大２,７００名が一同に会せる

コンベンションセンターを中心に、分科会など

に利用できるホテルのバンケット・ルームがバ

ランスよくコンパクトにまとまっている（表７

および８参照）。加えて、歴史的施設のクアハ

ウスや競馬場、フェスティバルホールなどのユ

ニークベニューとしての施設も豊富である。日

本の地方都市が MICE を観光振興の切り札とし

て取り組む事例は多い。バーデン�バーデンの

コンパクトな MICE 誘致コンセプトは、地方都

市が参考にすべき事例だと考える。

ｆ．ホテル

バーデン�バーデンには１２７の宿泊施設があり、

その総客室数は２,９３３室（２０１８年末現在）である。

その中の２５のホテルに会議・会食が可能なバン

ケット・ルームがある。表８は、上級カテゴリー

のホテルの例であるが、２００室を超える客室数
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表７　主な会議・展示施設

展示場
会議室/イベント収容人数

（最大）
フロアースペース施設名

ミーティングコンファレンス

２,７００m
２

１３室４室２,７００人４,５００m２The Kongresshaus

―８室１,２４０人２,３００m２（屋外を含む）The Kurhaus

―５室２,５００席１,０００m２（ステージ）The Festival Hall

―１室１,２００人６,６２１m２（屋内）Iffezheim racecourse
（競馬場） ―１室２０,０００人２９２,５００m２（屋外）

―１室３９０人５００m２＋３０,０００m２（庭園）The Palais Biron

―１室３６２m２Culture House LA８

資料：Baden-Baden Kur & Tourismus GmbHh 「How do you say networking in German ?」のデータから筆者作成



のホテルは存在しない。宿泊施設は、個性豊か

な中小規模のホテルにより構成され、多様な選

択肢があるのがバーデン�バーデンの特徴である。

１８７２年に創業された最上級カテゴリーのブレナー

ズ パークホテル＆スパをはじめとするホテル構

成については掘り下げて見ていく必要があるが、

次の研究課題としたい。

④　雲仙との宿泊滞在日数の比較

本章の最後に、長崎県の代表的な温泉保養地

である雲仙との宿泊滞在数に関する違いを確認

する。雲仙は、バーデン�バーデンと同様に歴

史ある温泉保養地である。表１３にあるとおり、

観光客数では雲仙の２８５万３千人に対しバーデ

ン�バーデンが４５万３千人と雲仙の方が６倍強

多い。しかしながら宿泊客延べ滞在日数は、バー

デン�バーデンの１００万８千人に対し、雲仙が９１

万２千人と観光客数の大きな差を逆転する結果

となっている。日本の観光がより大きな経済効

果を産むためには、観光客の滞在日数を増やす

必要がある。まさに、この課題を如実に表す結

果となっている。また、観光客の数だけを増や

す結果により生じるオーバーツーリズムにつな

がる問題でもある。

　先に述べてきたように、バーデン�バーデンは、

その歴史の中で幅広く観光コンテンツを広げて

きた。そして最近では、そのコンテンツを活用

した MICE の誘致にも力を入れ、宿泊客延べ滞

在日数の１００万人超に貢献している。わが国の

地域観光には、単に来訪者の数にこだわるので

はなく、ターゲットとする顧客層への一貫した

マーケティング戦略とコンテンツ開発を行い、

より長期に滞在するリピーターを獲得すること

が求められる。バーデン�バーデンの成功を日

本の温泉保養地の可能性と考えれば、今後の観

光開発の指針となる事例である。

�　モントルー・リビエラ地方（スイス）

つづいて本項では、地域観光圏全体として、

MICE 誘致を観光地経営の中心におくスイスの

57

「欧州型」リゾートをモデルとした地域観光の在り方―長崎県における MICE による観光の可能性―

写真３　ブレナーズ パークホテル＆スパの外観
（筆者撮影）

表８　主なホテルのバンケット・ルーム

バンケット・ルーム

客室数カテゴリーホテル名 収容人数（単位：人）最大スペース
（単位：m２）

客
室 立食形式会議形式シアター形式

２００１２０２５０２４９６１０４５スター＋Brenners Park-Hotel & Spa

１５０１２０２００１９１５１３０５スターRoomers Baden-Baden

１３０１２０１３０２００６１５２５スターDorint Maison Messmer Baden-Baden

１８０１３０２２０２８５５１６２４スター＋Radisson Blu Badischer Hof Hotel

―３０５０７０５１２１４スター＋Leonardo Royal Baden-Baden

７２４８７２９０３ ７３４スターHotel am Sophienpark

資料：Baden-Baden Kur & Tourismus GmbHh「How do you say networking in German ?」のデータから筆者作成



モントルー・リビエラ地区を取りあげ、広域な

観光ブランディングについて考えてみたい。

①　概要

モントルーはスイス西部のヴォー州に属し、

アルプスの麓、レマン湖畔の東の端に位置する。

そのモントルーを中心に、リュトリーからヴィ

ルヌーブまでの１７の基礎自治体が属するエリア

がモントルー・リビエラという観光圏である。

１２世紀に導入されたブドウ栽培により、ラヴォー

からモントルーまでの湖の日当たりの良い斜面

は重要なワイン生産地域になり、２００７年にはラ

ヴォー地区はユネスコの世界遺産に登録された

唯一のブドウ畑となった。またモントルーに次

ぐ都市がラヴォー地区の湖畔側にあるヴヴェイ

であり、喜劇王チャップリンがこの街を愛し、

食品メーカーのネスレのグローバル本社を構え

る年中花が咲き乱れる美しい街である。

②　地域ブランディングと観光地経営組織

この地域における観光のかじ取りを行うのが

地域 DMO４）であるモントルー・ヴヴェイ・ツー

リズム観光公社（MVT＝Montreux-Vevey Tour- 

ism）である。２００１年にモントルー観光会議局と、

ヴヴェイ地方振興局の契機に、２００８年にスター

トした観光ブランド「モントルー・リビエラ」

が翌年スイス観光局の最優秀マネジメント賞を

獲得。モントルーに本部を置き、域内に７か所

の観光案内所を設置している現在の形になった

のは２０１７年である。

DMO は自治体からは独立した観光地経営の

ための基盤組織で、MVT においては運営予算

総額が約６４０万 CHF（約７億３千万円）でその

収入の７５％が宿泊税（４９０万 CHF）で賄われて

いる。宿泊税は定められたホテルのグレードに

よって１泊当たりの税額を徴収する５）。宿泊税

を原資にした行政から独立した組織運営である
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表９　雲仙との宿泊滞在数比較

宿泊客延べ滞在数
観光客数人口地域名

（内外国人）

３７万人１００万８千人４５万３千人５５,０００人バーデン―バーデン市

７万人９１万２千人２８５万２千人４３,０００人雲仙市

資料：バーデン・ヴェルテンベルク州観光統計２０１８年/雲仙市観光統計２０１８年のデータから筆者作成

図２　モントルー・リビエラ位置図
https://www.lake-geneva-switzerland.com/　より筆者加筆



反面、観光振興における大きな責任も負うこと

から、マーケティングの専門人材を配し、ホテ

ルや観光事業者へのアドバイスや観光圏全体の

利益確保をそのミッションとしている。

③　MICE による誘客戦略

同地域の観光の概要として、表１０に同地区と

長崎県の観光客数と平均宿泊数などを比較した。

特筆すべきは、モントルー・リビエラ地区では 

MICE 目的が約５０％となっており、それに伴い

訪問客一人当たりの平均宿泊数が２泊に近くなっ

ている。

MVT では MICE 誘致を観光地経営の最重要

ポイントと位置づけ、国際的な組織やイベント

が実施されている隣接するローザンヌエリアと

連携した誘致活動とともに、モントルーで行わ

れる国際的に有名な「モントルージャズフェス

ティバル」やその会場となるモントルー・ミュー

ジック・カンファレンス・センター（２m２c）な

ど文化イベントを中心とした展開の支援を行っ

ている。

さらに訪問者を対象とした観光地の魅力創出

を MICE のニーズと直結した展開を MVT が中

心となって行っており、その柱が ５ Strategic 

domains of activities（戦略的な５つの活動領

域）と定義された観光メニューの展開軸である。

「イベント」「美食」「芸術文化レジャー」「健康」

「教育」の５つであり、MICE 参加者をターゲッ

トとした提案可能な体験メニューを継続的に開

発している。ラヴォー地区のワインテイスティ

ングや美食の街ヴヴェイ、世界最高レベルのホ

テルスクールやエイジングケア施設、湖に飛び

込んでいくかのようなスイスアルプスとモント

ルーを結ぶ鉄道「ゴールデンパスライン」を利

用して一年中楽しめるスイスアルプスのリゾー

ト地などすべてにおいて質の高い観光資源がそ

ろう。

この５領域については前述のバーデン�バー

デンのコンテンツ群と類似していることがわか

る。いわゆる観光地の紹介だけではなく、一定

期間の滞在を可能にするメニューとバリエーショ

ンが用意されており、富裕層や知的欲求の高い

層が MICE への参加をきっかけに、訪問客とし

て再訪させることが大きな狙いとなっている。

ちなみに、モントルー市内にはカジノも存在し、

カジノ内にはモントルーを愛し、自身の作品の

レコーディングを行っていたロックバンド「ク

イーン」のボーカル、フレディ・マーキュリー

の博物館が併設されていることから、カジノ目

的ではない多くの観光客が立ち寄る場所となっ

ている。

第３章　長崎県における MICE 戦略の可能性

日本の地方都市における MICE への取り組み
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表１０　モントルー・リビエラと環大村湾（５市５町）の比較

環大村湾
（長崎市・佐世保市含）

モントルー・リビエラ

１００万人８.５万人居住人口

１０１７基礎自治体数

２,９１２,８４５
宿泊客実数（２０１７年）※１

３７８,５３９
到着客数（２０１８年）

観光客数

１１％（推計）※２５０％MICE 目的訪問者比率

１.１７１.９３平均宿泊数

出所：２０１８ Annual Report（Montreux-Vevey Tourism）、長崎県観光統計（２０１８）よ
り筆者作成

※１　日帰り客は除く（２０１８年度/２１００万人）
※２　長崎県内以上の大会・会議の開催件数及び参加人員（３９,６６９人）から推計。



について第１章で述べたが、具体的な事例とし

て長崎県における滞在型観光への可能性を考え

てみたい。

１．長崎県の観光の実態と課題

長崎県の観光客数の推移については、平成３０

年度長崎県観光統計の概況によれば、「長崎と

天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界文

化遺産登録効果により構成資産や周辺施設への

来訪者が大幅に増加したこと、クルーズ客船の

乗客乗員数が５年連続で過去最高となったこと

などから、観光客延べ数は３８万人増加し、過去

最高であった平成２９年を上回る３,５５０万人（対前

年比＋１.１％）となったとある。平成２８年の熊本

地震では一時数量の落ち込みが見られたが、圧

倒的な知名度を誇り、修学旅行の訪問先として

も有名であることから、一定の観光客実数を維

持している。

一方観光客一人当たりの観光消費単価は減り

続け、観光客平均宿泊数も伸び悩んでいる（表

１１）。特に観光目的だけを対象とした訪問者一

人当たりの平均宿泊数は全国平均の２.２泊に対し

て長崎県は１.２泊となっている。

その原因の一つとして日帰り客数に含まれる

アジアを中心としたクルーズ客が増えているこ

とがあげられる。クルーズ船（韓国からの客船

を除く）による入国者数が県内で一番多い長崎

市では平成２４年以降クルーズ客数が増加にある

ものの、市内における宿泊者数が全く伸びてい

ないのが現状である（表１２）。
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表１１　長崎県の訪問者数及び観光消費額

平均宿泊数

（泊）

③÷（①＋②）

観光消費単価

（千円）

③

観光消費額

（千円）

①＋②

観光客実数

②

宿泊者実数

①

日帰り客数

１.３１１４.６３３８３,９００,３４１２６,２３７,１３０５,３８９,３３２２０,８４７,７９８Ｈ２７

１.３１１４.１８３６６,５４７,９４２２５,８４３,１５５４,９７８,７５３２０,８６４,４０２Ｈ２８

１.２９１３.９６３７６,４８２,９１１２６,９６７,４８７５,１０４,２７９２１,８６３,２０８Ｈ２９

１.２６１３.９２３７７,８４９,６１３２７,１３９,３０５６,６５４,５８３２０,４８４,７２２Ｈ３０

出所：長崎県観光統計　平成２７年～３０年より筆者作成

表１２　長崎市の観光客数推移

出所：長崎市観光統計　平成２４年～２９年より筆者作成（単位：千人）



２．「出島メッセ長崎」と地域観光資源の連

携戦略

�　戦略的観光資源としての大村湾岸観光圏

と MICE 拠点都市との連携

県内では、現在誘致を行う IR に先んじて、

２０２１年に長崎市に新しい MICE 施設「出島メッ

セ長崎」がオープンし、周辺地域を含めた地域

観光のバージョンアップに大きな期待がかかる。

今後 MICE を中心に据えた戦略策定により訪

問者滞在の長期化を図り、一人当たりの単価向

上を目指す上で、MICE 機能としての「出島メッ

セ長崎」と、その後背地であり豊富なコンテン

ツと優位な立地を持つ大村湾岸観光圏との連携

による価値創出について考えてみたい。

　第１にはそのアクセスである。２０２２年には新

幹線長崎ルートが開業し、大消費地福岡からの

輸送量及び利便性が格段に向上するとともに、

大村湾に浮かぶ海上空港である長崎空港からわ

ずか４キロの大村市内に新駅が開設され、出島

メッセ長崎が隣接して立地する JR 長崎駅とは

１５分ほどで結ばれ、空路による国内外からのア

クセスとの接続による多様な観光ルートの実現

が期待される。

利便性の良さは、会議開催地決定要因として

非常に大きな要素であり、主催者に対する調査

では８２％が「航空サービスの利便性」「出席者

の交通の容易性」を挙げていることからも、新

幹線開業による大幅なアクセスの改善による大

きな効果が期待される。

２点目は「出島メッセ長崎」における MICE 

案件のアフターコンベンション（本会議後の公

式スケジュール）のメニュー提供およびそのメ

ニューによる同施設の差別化やブランディング

に寄与できる大村湾岸の自然を背景にした体験

型観光コンテンツのバリエーションである。

その穏やかな内海に面した地域における素晴

らしい景色はまさに前述のモントルー地区のレ

マン湖を想起させ、その景色を背景とした戦略

的な５つの活動領域（「イベント」「美食」「芸

術文化レジャー」「健康」「教育」）が集約的に

存在しているのがこの地域であり、参加者のみ

ならず会議主催者にとっても大きな魅力を持つ

と考える。

Ｍ/Ｉを対象とした個性的なオフサイトミー 

ティングやビジネスコミュニケーション、パー

ティなどビジネスネットワーキングの可能性を

最大化する機会提供としては、東彼杵町の茶畑

や西海市の無人島などを使ったユニークベニュー

が可能である。

また「レジャー」としては大村湾のクルージ

ング、沿岸でのゴルフ、「歴史・文化」として

はユネスコ文化遺産の潜伏キリシタン関連遺産

の構成資産、長崎の交易の歴史や波佐見・有田

などの陶磁器文化、「健康」としては嬉野や雲

仙の温泉地などがあげられる。

特に大村湾岸を走行する自転車イベント「大

村湾 ZEKKEI ライド」のサイクルルートの活

用は、近年欧米のエグゼクティブで注目されて

いる「スウェットワーキング」と呼ばれる自転

車等のアクティビティを通したビジネスコミュ

ニケーションの機会提供に加え、ロードサイド

から眺める豊かな自然と風光明媚な湾岸を駆け

抜けるレジャーの両面での可能性がある。

これらの多様なコンテンツは、富裕層向け素

材としての可能性も大きく、充実したコンテン

ツ提供が可能になれば、「出島メッセ長崎」へ

の MICE 誘致にも大きな影響を及ぼすことにな

り、同様にグローバル MICE 都市である福岡市

からの需要にも期待が集まることも考えられる。

�　今後の地域観光戦略策定の方向性

訪問者の滞在長期化のための取り組みとして

は、「出島メッセ長崎」のブランディングコン

セプトに大村湾岸をはじめとする県下の観光資

源がいかに影響を及ぼすことができるかが大き

なカギになると考える。持続可能な観光開発は

観光分野における大きな課題であり、それを体

現する地域であることが他都市との差別化につ

ながる。
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現在の大きな課題は、アフターコンベンショ

ンにおける宿泊施設のバリエーションとロケー

ションが少ないことがあげられる。特に大村湾

岸の宿泊施設は佐世保市のハウステンボス地区

に集中し、湾岸全体に広がっていないことが滞

在の長期化への大きなネックである。

　当面の解決策としては、２０１９年のラグビーＷ

杯が開催された地方都市で行われた「イベント

ホームステイ」の推進があげられる。前述の

「大村湾 ZEKKEI ライド」などの対象イベント

の情報と湾岸全体の民泊や小規模ゲストハウス

を集約し、イベント情報の提供とともに参加者

を提供対象とする在庫の照会、予約の一元化に

よりユーザビリティ向上を図る。効果としては

安価な宿泊素材の提供と同時に、体験型観光の

拠点との連携による滞在の長期化を図り、さら

に訪問者と湾岸住民との交流を図る機会による

「地域のファン化」による再来訪が期待できる

ことから、適切な仕組みの構築について考える

ことが望ましい。

　また、湾岸各地域での環境に配慮した観光コ

ンテンツ開発や湾岸地域内の交通や移動のサポー

トも課題となるが、自転車の移動に関しては、

サイクルロードの整備に加え、JR 大村線の自

転車搭載可能な車両整備や湾内を移動できる航

路の整備なども滞在型観光地を目指すコンテン

ツとして検討に値すると考える。

第４章　ま　と　め

１．統合型リゾートと地域観光

カジノを含めた統合型リゾート（IR）の最大

の目的は、地域の国際観光振興であると言える。

２０１８年に世界の海外旅行者数は１４億人を超え、

観光マーケットは UNWTO の予測を上回るペー

スで飛躍的に拡大している。一方、拡大するマー

ケットの中での旅行客の誘致競争は激しさを増

し、地域の魅力を磨き続けなければ集客が難し

くなっている。そして競争力を維持するために

は観光コンテンツへの相応の投資をし続けなけ

ればならない。そこに IR におけるカジノが果

たす貢献がある。つまりカジノの収益性の高さ

は、リゾート運営を支える原動力となり得る。

このことから、カジノに負の側面がありながら 

IR に必要なコンテンツであることに異論はな

い。しかしながら、これだけ世界にカジノが多

くある中で、カジノ自体が集客装置になるとも

思えない。

　またその中核施設となる MICE 施設について

も、地方都市に都市型の「世界的スケール」施

設を整備することが前提となっているが、地域

観光の観点からは過剰感のあるものであると言

わざるを得ない。カジノの収益を施設整備や地

域観光開発に活かすというモデルを否定するつ

もりはないが、長崎県を例に挙げると、すでに 

MICE 拠点として稼働している福岡市や今後開

業する長崎市をはじめとする国内外の施設との

市場競合環境を考えると、相当精緻でコンスタ

ントな MICE 需要創出の戦略が求められる。

２．今後の課題と研究について

今後地域観光についての研究を進めていくう

えで、持続可能な観光地経営という観点から地

域観光戦略の方向性について今後の課題と研究

のポイントについて述べておきたい。

�　地域観光圏における観光拠点都市の在り

方と一体的な戦略推進組織について

地方における観光圏ゲートウェイ都市の観光

整備の在り方についても研究を進めたい。地方

においては観光資源が広域にまたがり、快適な

交通機関が存在しない状況において、地域観光

拠点都市の適切な機能と観光面における広域の

連携の在り方についても考える必要がある。自

治体ごとの資源の磨き上げだけではなく、ゲー

トウェイ観光拠点都市による観光圏の一体的な

魅力発信や利便性向上のための戦略が求められ

ていく。

62

森尾真之，井上英也



　また上記のような観光戦略の策定や推進にお

いては、前章の MVT のような観光圏 DMO 組

織の存在が今後求められることになるだろう。

拠点都市を中心に観光圏全体の宿泊施設や交通

アクセスなどのインフラ整備、地域観光事業者

と連携した観光メニューの企画・運営、産品の

ブランディング、MICE 会場の選定案を起案す

る旅行会社や PCO（会議運営会社）、各地のコ

ンベンションビューローを通して主催者や参加

者に認知させ、観光圏全体での一体的な戦略策

定やブランディングを行うことが目的である。

�　地域観光の持続可能な観光戦略の指標に

ついて

欧州型の２つの都市の観光地経営の状況から

言えることは、単なる訪問客数の増加ではなく、

常に訪問客の質的な体験価値と、訪問者の消費

額単価の向上を目標としていることに注目した

い。

　欧州型をモデルとした滞在型観光まちづくり

において重要なのは、短期的な観光客数の増加

を追うための施策を行うのではなく、長期で滞

在したいと思わせる魅力ある美しい街づくりを

行うという舵取りである。欧州のリゾートは常

に街角に花があふれ、草木がきれいに手入れさ

れており、多くの観光客が足を止めて写真を撮っ

ている光景が見られるが、それは同時に地域の

暮らしの豊かさと比例すると考える。

　日本の地方都市においても豊かな自然に親し

むＩターン、Ｕターン移住者が現れ、各地域で

魅力ある街づくりや新たなビジネス展開が広が

りをみせており、さらにこのような人材のもと

に、前述の「ブリージャー」のような新しいビ

ジネストラベラーや「パラレルワーカー」「多

拠点居住」などの新しい働き方・ライフスタイ

ルを求める多くのビジネスパーソンが関係人口

として流入することになれば、ビジネス機会の

創出に加え、さらに居住地としての価値向上が

期待できる。

　「住んでよし、訪れてよし」は、今後の持続

可能なまちづくりの重要な方向性であり、オー

バーツーリズムのなどの現状を鑑みると、訪問

者の顧客満足度と地域居住者の満足度を同時に

考える必要がある。今後は地方都市の観光街づ

くりにおける観光客と住民の交流のための公共

施設の利活用などの実態や、両者の満足度指標

と観光の諸動向に関する研究を行っていきたい。

付　記

本稿は、平成３１年度長崎国際大学人間社会学部国際

観光学科共同研究「MICE 施設を中心とした持続可能

なリゾートの在り方について」の一部である。

注

１） MICE：企業会議（Meeting）、企業の報奨・研

修旅行（Incentive Travel）、国際会議（Conven- 

tion）、展示会・イベント（Exhibition/Event） 

を総称したもの

２） ウィキペディア日本語版　https:/ /ja.wikipedia. 

org/（２０１９年１０月２５日閲覧）

３） 歴史的建造物、文化施設や公的空間等で、会議・

レセプションを開催することで特別感や地域特性

を演出できる会場（JNTO HP）

h t t p s : / / m i c e . j n t o . g o . j p / o r g a n i z e r-s u p p o r t / 

unique-venue.html（２０１９年１２月３０日閲覧）

４） DMO＝Destination Management/Marketing 

Organization

　観光地域づくり法人：地域の多様な関係者を巻

き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた観光

地域づくりを行うかじ取り役となる法人（観光庁 

HP）

http:/ /www.mlit.go.jp/kankocho/page０４_００００４８. 

html（２０１９年１１月４日閲覧）

５） ５つ星のホテルであれば１泊５スイスフラン

（約８００円）が徴収される

参考・引用文献

観光庁（２０１８）：平成２９年度 MICE の経済波及効果

算出等事業報告書

観光庁（２０１３）：我が国の MICE 国際競争力の強化

について
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Baden-Baden Kur & Tourismus GmbHh（２０１９） 

The Elegant Spa and Culture Town in the Black Forest

Baden-Baden Kur & Tourismus GmbHh（２０１９） 

How do you say vitality in German ?

Baden-Baden Kur & Tourismus GmbHh（２０１９） 

How do you say networking in German ?

木村勇（２０１３）：ドイツ・バーデン・バーデンにお

けるカジノの形成と発展，第３１回日本観光研究学

会全国大学学術論文集」pp.４８５�４８８

Beherbergung im Reiseverkehr Stadt Baden-Baden

https:/ /www.statistik-bw.de/TourismGastgew/ 

Tourismus/０８０６５０１２.tab?R=GS２１１０００（２０１９年

１０月３１日閲覧）

雲仙市　観光客の推移

https:/ /www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev. 

asp?fol_id=７２０１（２０１９年１０月３１日閲覧）

長崎県観光振興課（２０１８）：「長崎県観光統計」

MONTREUX-VEVEY TOURISM（２０１８）Arrives-

nuitees-definitives Tourism statistics - Montreux Riviera 

２０１８

https://www.montreuxriviera.com/en/Z４７８１/

qui-sommes-nous-statistiques（２０１９年１０月１２日

閲覧）
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